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第7次中期経営計画 進捗状況

代表取締役社長執行役員 中村 譲
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第７次中期経営計画 進捗状況

2026年３月期サマリー①（業績）

 売上高は当初想定を下回ったものの、営業利益は想定を上回る水準を確保

 橋梁事業

 設計変更の獲得が重なった前期の好業績には届かず、減収減益での着地

 システム建築事業

 安定的な生産量の確保により損益が改善し、増収増益

 エンジニアリング事業

 売上高は増収となったが、一部の不採算工事の影響により営業利益は伸び悩み
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第７次中期経営計画 進捗状況

2026年３月期サマリー②（受注）

 橋梁事業

 新設鋼橋の発注量が過去最低水準で推移する中、新設の受注高は前期から減少

 高速道路の大規模修繕・床版取替などの保全工事や海外大型ODA案件を受注

 新設の落ち込みを保全・海外で補完したことにより、橋梁事業全体としては、800億円
台を確保

754

418

112

287

124

865 831

2025.3 2026.3

橋梁事業 受注高（億円）

新設

保全

海外
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第７次中期経営計画 進捗状況

2026年３月期サマリー③（受注）

2025.3 受注高計︓456億円 2026.3 受注高計︓450億円

 システム建築事業

 建設コスト上昇等による設備投資計画の延期・見直しが散見され、上半期の受注は伸び
悩んだ

 一方で堅調な見積・設計依頼を背景に下半期は回復基調へ転じ、通期の受注は前期実
績を僅かに下回った
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第７次中期経営計画 進捗状況

2026年３月期サマリー④（受注）

 エンジニアリング事業

 土木関連事業は、大型案件の受注があった前期から減少

 建築・機械鉄構事業は、超高層ビル関連などの受注増が大きく寄与し、エンジニアリング
事業全体では前期を上回る受注高を確保

124 107

81 131

205
238

2025.3 2026.3

エンジニアリング事業 受注高（億円）

土木関連

建築・機械鉄構
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第7次中期経営計画で掲げた橋梁事業における事業領域の拡大に向け、PC橋の有力企業であるビー
アールホールディングスがグループに加わりました。「鋼」と「PC」双方の技術とリソースを融合させることで、
全形式の橋梁において付加価値の提供が可能な「総合橋梁エンジニアリング企業集団」として始動いた
しました。

ビーアールホールディングスの連結子会社化について 〜鋼だけではなく、橋のすべてでNo.1に〜

第７次中期経営計画 進捗状況
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保全事業における競争優位性の確立

 高速道路の床版取替工事などで、鋼橋とPC橋双方の得意分野を補完・融合した体制を確立
 設計から施工・保全までを一貫して担う「総合橋梁エンジニアリング企業集団」として、大手ゼネコン等の競合企業

に対抗しうる独自の競争優位性を構築する

営業情報の共有とリソースの相互利用

 受注確率の向上: 総合評価落札方式における技術提案情報を共有し、鋼・PC双方の得意分野を活かした補
完的応札体制を構築

 コスト縮減: 機材の共通利用や主要資材の集中調達によるボリュームディスカウントを追求

技術開発力と知的資本の融合

 複合構造の開発: 鋼とコンクリートのノウハウを融合し、橋梁や橋梁以外の新規領域での開発を加速
 特許・リソース活用: 双方の特許技術を相互利用し、応札時の提案力向上、応札原価の低減、新規アイデアの

創出を図る

2026年4月より、シナジー発揮に向けた検討を本格化させており、現時点における主な方向性は以
下の通りです。

第７次中期経営計画 進捗状況

シナジーの方向性について
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第７次中期経営計画 進捗状況

2027年３月期通期見通し

 売上高は、ビーアールホールディングスのグループインを主因として大幅な増収となる一方で、営業利
益は、国内橋梁事業の伸び悩みや販管費増加等により、前期比で減益を見込む

 国内橋梁の事業環境は依然として厳しい状況が続くものの、システム建築事業やエンジニアリング事
業の成長に加え、ビーアールホールディングスとのシナジーの発揮に向けた各種取り組みを進め、グ
ループ全体での持続的成長をめざす

781 
1,100 1,070 

433 

503 640 176 

315 230 

2026.3
実績

2027.3
予想

2028.3
中計目標

売上高の比較（億円）

橋梁事業
システム建築事業
エンジニアリング事業
先端技術+その他事業

1,438

1,980 2,000
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第７次中期経営計画 進捗状況

株主還元

 DOE3.5%以上を目標として累進配当を継続し、増配基調の維持を目指す

 上記方針を踏まえて2027年3月期は、130円/株を実施予定（前期比+10円）

 機動的な自己株式の取得により、着実に株主還元を拡大する（第7次中計期間で70億円
以上を計画、2026年3月期は20億円の自己株式を取得）
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Photo Report ①

横浜環状南線栄IC・JCT本線第4橋（関東地方整備局）
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Photo Report ②

株式会社椿本チエイン 福井美浜工場

株式会社横河ブリッジシステム建築HPに空撮映像、室内の360度パノラマVR、
その他写真等案件詳細を掲載していますのでご覧ください

https://www.yokogawa-yess.co.jp/archives/production/a294

https://www.yokogawa-yess.co.jp/archives/production/a294
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Photo Report ③

大利根カントリークラブ コース管理機材倉庫・管理棟

株式会社横河ブリッジシステム建築HPに空撮映像、室内の360度パノラマVR、
その他写真等案件詳細を掲載していますのでご覧ください

https://www.yokogawa-yess.co.jp/archives/production/a916

https://www.yokogawa-yess.co.jp/archives/production/a917

【管理機材倉庫】

【管理棟】

https://www.yokogawa-yess.co.jp/archives/production/a916
https://www.yokogawa-yess.co.jp/archives/production/a917
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2026年３月期 連結決算

取締役専務執行役員 宮本 英典

２



15

連結受注高

増減額2026年３月期2025年３月期

△33,59241,86375,456新 設 事 業

橋 梁 事 業
17,57528,77511,200保 全 事 業

12,58012,495△84海 外 事 業

△3,43683,13586,572小 計

△56445,05445,619シ ステ ム 建築 事 業

△1,71610,70012,416土 木 関 連 事 業

エンジニアリング事業 4,96213,1448,181建築・機械鉄構事業

3,24523,84420,598小 計

△1583,6383,796精密機器製造事業

先 端 技 術 事 業 △33695729情 報 処 理 事 業

△1914,3334,525小 計

△947156,367157,315合 計

(百万円)
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得意先別受注実績（連結）

2026年３月期2025年３月期
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得意先別受注実績（橋梁事業）

2025年３月期 2026年３月期
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主な受注工事

白銀市川環状線橋梁整備
（田面木工区）

（青森県）

後沢橋
（東日本高速道路）

環状第４号線橋梁
（東京都）

上部工補強３－４０１
（首都高速道路）

笛吹高架１２橋外
（山梨県）

東海ＪＣＴ・Ｅ―２ランプ橋
（中部地方整備局）奥瀞道路（３期）３号橋

（近畿地方整備局）

若戸大橋（吊橋部）
橋梁補修（７－１）

（北九州市）

厚狭川橋他１橋床版取替
（西日本高速道路）

国補道路改築
（長野県）

マタバリ港アクセス道路

インド

バングラデシュ

栄工区改築（先行）
（名古屋高速道路公社）

上部工補強１－４０２
（首都高速道路）

皿池高架橋拡幅
（西日本高速道路）

７号橋
（岡山県）

新藍川橋（Ｐ２－Ａ２）
（岐阜県）

比布大橋南
（北海道開発局）

銀山大橋中央
（北海道開発局）

朝田高架橋
（中部地方整備局）

明神川橋他５橋床版取替
（西日本高速道路）

大須ヶ洞第二橋他３橋
（中日本高速道路）
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連結決算の総括

(百万円)

増減額2026年３月期2025年３月期

△15,491143,877159,368売 上 高

△3,17613,50016,677営 業 利 益

△2,68513,61016,295経 常 利 益

△4,1768,68212,859親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
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連結売上高

増減額2026年３月期2025年３月期

△17,07154,89771,968新 設 事 業

橋 梁 事 業
△3,05122,83025,881保 全 事 業

△66382449海 外 事 業

△20,18878,11098,299小 計

2,58443,36540,781システム建築事業

6918,8568,165土 木 関 連 事 業

エンジニアリング事業 1,3808,7687,387建築・機械鉄構事業

2,07217,62515,553小 計

1003,5453,444精密機器製造事業

先 端 技 術 事 業 10739729情 報 処 理 事 業

1104,2844,173小 計

△70490560不 動 産 事 業そ の 他 事 業

△15,491143,877159,368合 計

(百万円)
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連結経営成績（セグメント別）

2025年３月期

通期

2026年３月期

通期４Ｑ３Ｑ２Ｑ１Ｑ

98,29978,11021,17919,23319,10018,596売 上 高橋
梁 13,66810,0823,8263,0572,478719営業利益

40,78143,36510,48611,34811,6329,897売 上 高シ
ス
テ
ム 2,5814,0811,1291,1661,063722営業利益

15,55317,6255,4854,3494,1163,674売 上 高エ
ン
ジ 1,7621,31640268120923営業利益

4,1734,2841,0999311,1051,147売 上 高先
端 3714361583116156営業利益

560490116116123134売 上 高そ
の
他 30825460576273営業利益

△2,015△2,670△707△825△558△578全 社 費 用

16,67713,5004,8694,1413,3711,117営 業 利 益 計

(百万円)
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連結損益計算書

増減額2026年３月期2025年３月期

△15,491143,877159,368売 上 高

△2,24226,10728,349売 上 総 利 益

93312,60611,672販 管 費

△3,17613,50016,677営 業 利 益

252731479営 業 外 収 益

△238621860営 業 外 費 用

△2,68513,61016,295経 常 利 益

△1,77611,777特 別 利 益

58767184特 別 損 失

△5,04812,94017,989税 金 等 調 整 前

当 期 純 利 益

△4,1768,68212,859親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益

(百万円)
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連結貸借対照表

増減額2026年３月31日2025年３月31日

21,129175,624154,494流動資産

17,26278,94761,684固定資産

38,392254,572216,179資産計

32,55588,05255,497流動負債

△3,14028,45031,590固定負債

29,415116,50387,088負債計

8,977138,068129,091純 資 産

38,392254,572216,179負債純資産計

(百万円)
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連結キャッシュ・フロー計算書

増減額2026年３月期2025年３月期

45,16442,992△2,171営 業 活 動 に よ る Ｃ Ｆ

△20,085△22,060△1,975投 資 活 動 に よ る Ｃ Ｆ

10,3606,659△3,701財 務 活 動 に よ る Ｃ Ｆ

37163△307換 算 差 額

35,81127,655△8,156増 減 額 （ △ は 減 少 ）

△8,15616,83224,988期 首 残 高

27,65544,48816,832期 末 残 高

(百万円)
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エンジニアリング事業
先端技術事業
その他事業

売上高・受注高・受注残高

（億円）

売上高 受注高 受注残高

1,640
1,457

1,977

1,593 1,573

1,962

ビーアールホールディングスグループの連結による増加 +527
（橋梁 +447 エンジニアリング +79 先端技術 +0）

1,438
1,563

2,619
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２０２７年３月期 業績見通し３
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事業セグメントの再編

(株)ビーアールホールディングスの連結子会社化に伴い、事業セグメントを以下の通り変更します。

事業セグメント

新設

橋梁 保全

海外

システム建築システム建築

土木関連

エンジニア
リング

建築・機械鉄構

精密機器製造

先端技術

情報処理

不動産その他

内容事業セグメント

• 新設橋梁の設計・製作・現場施工
新設（鋼）

橋梁

新設（ＰＣ）

• 既設橋梁の維持補修工事の設計・製作・現場施工保全

• 海外橋梁の設計・製作・現場施工海外

• システム建築（商品名：yess建築）の設計・製作・現場施工システム建築システム建築

• トンネル用セグメントなどの地下構造物の設計・製作
• 海洋・港湾構造物の設計・製作
• 土木構造物の設計・製作・現場施工

土木関連

エンジニア
リング

• 超高層ビル等の鉄骨建方・鍛冶工事
• 可動建築システム（商品名：ＹＭＡ）の設計・製作・現場施工・保守
• 建築構造物の設計・製作・現場施工
• 船舶上架施設の設計・製作・現場据付・保守
• 水処理装置の設計・製作・現場据付・保守

建築・機械鉄構

• コンクリート二次製品の製造・販売ＰＣ関連製品

• FPD（フラットパネルディスプレイ）・半導体製造装置向け高精度フレームの設計・製造精密機器製造

先端技術

• 構造解析、情報処理、ソフトウェアの開発・販売情報処理

• 不動産賃貸事業不動産その他
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受注高の推移

199 167 187 182 205 238 
365 

372 482 526 
384 

456 450 

544 

1,275 
875 818 

862 
865 831 

1,146 

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3 2026.3

橋梁事業
システム建築事業
エンジニアリング事業
先端技術事業

2027.3予想

1,896

2,113

1,569
1,457

1,581

（億円）

1,573 1,563

ビーアールホールディングスグループの連結による増加 +438
（橋梁 +322 エンジニアリング +108 先端技術 +7）
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国内鋼橋発注量と橋梁受注高の推移
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システム建築の受注面積と受注高の推移
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売上高の推移
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橋梁事業
システム建築事業
エンジニアリング事業
先端技術事業
その他事業

2027.3予想

（億円）

1,360

1,5931,649 1,640

1,369
1,438

1,980
ビーアールホールディングスグループの連結による増加 +373
（橋梁 +295 エンジニアリング +70 先端技術 +6）
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連結経営成績予想

通期下半期上半期

143,877
198,000

74,347
102,300

69,529
95,700売 上 高

13,500
12,000

9,011
7,500

4,489
4,500営 業 利 益

13,610
11,200

9,191
7,000 

4,418
4,200経 常 利 益

8,682
8,200

5,690
5,100

2,991
3,100

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益

(百万円)

※上段斜字は2026年３月期実績

2027年３月期
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連結経営成績予想（セグメント別）

2027年３月期

予想

2026年３月期

実績

110,00078,110売 上 高
橋 梁 事 業

9,10010,082営 業 利 益

50,30043,365売 上 高
シ ス テ ム 建 築 事 業

4,4004,081営 業 利 益

31,50017,625売 上 高
エンジニアリング事業

2,0001,316営 業 利 益

5,7004,284売 上 高
先 端 技 術 事 業

200436営 業 利 益

500490売 上 高
そ の 他 事 業

200254営 業 利 益

△3,900△2,670全 社 費 用

12,00013,500営 業 利 益 計

(百万円)
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１株当たり配当金の推移
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配当金総額の推移

当期純利益
設備投資額
（億円）

配当金総額
（億円）
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当期純利益とROE
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2025年３月期（実績） 2026年３月期（実績） 2027年3月期（予想）

新設事業（鋼） 719 548 517
新設事業（ＰＣ） - - 171

保全事業 258 228 345
海外事業 4 3 67
小　計 982 781 1,100

システム建築事業 407 433 503
土木関連事業 81 88 112

建築・機械鉄構事業 73 87 150
ＰＣ関連製品事業 - - 53

小　計 155 176 315
精密機器製造事業 34 35 44
情報処理事業 7 7 13

小　計 41 42 57
その他事業 不動産事業 5 4 5

1,593 1,438 1,980
新設事業（鋼） 754 418 512
新設事業（ＰＣ） - - 206

保全事業 112 287 379
海外事業 △0 124 49
小　計 865 831 1,146

システム建築事業 456 450 544
土木関連事業 124 107 170

建築・機械鉄構事業 81 131 106
ＰＣ関連製品事業 - - 89

小　計 205 238 365
精密機器製造事業 37 36 44
情報処理事業 7 6 14

小　計 45 43 58
1,573 1,563 2,113

受
注
高

橋梁事業

エンジニアリング
事業

先端技術事業

合　計

売
上
高

橋梁事業

エンジニアリング
事業

先端技術事業

合　計

連結売上高・受注高（セグメント別）

（億円）

Appendix
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国内ＰＣ発注額とビーアールホールディングスグループ受注高の推移
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Appendix
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ビーアールホールディングスグループの主な受注工事

中国自動車道（特定更新等）
加茂川橋（下り線）
他１橋床版打換工事
（西日本高速道路）

東名高速道路（特定更新等）
大井松田IC～御殿場IC（左ルート）間

鋼橋補強工事（2025年度）
（中日本高速道路）

令和7年度 新丸山ダム国道418号
名場居川PCアーチ橋第1期工事

（中部地方整備局）

米子自動車道 佐川橋他１橋
（ＰＣ上部工）工事
（西日本高速道路）

広島呉道路 二河高架橋
（ＰＣ上部工）工事
（西日本高速道路）

（市）高畑定義線（定義工区）橋梁上部工工事
（仙台市）

小田原厚木道路（特定更新等）矢作高架橋
他１橋床版取替工事（2025年度）

（中日本高速道路）

Appendix


